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	選択した候補変異体のCRISPR/Cas9を利用してモデルマウスを作成した。具体的には、マウスの受精卵にCas9 タンパク質、ガイドRNA等をエレクトロポレーションし、外来DNAの部位特異的なDNA２本鎖切断を誘導、相同組み換えによるノックインマウスを作成した。得られたマウスの胸腺、骨髄、脾臓、リンパ節等の各種免疫臓器におけるT細胞、B細胞、NK細胞、好中球、好酸球、好塩基球、マスト細胞、樹状細胞、自然リンパ球等の各種細胞の数と割合、分化状態等をフローサイトメトリーにより検討した。さらに、IgG...

